
＜第８・９時＞

(1) 本時の指導目標 〇調理実習②「肉と野菜を用いた煮る調理」を行う。

(2) 本時の評価規準 〇日常食の調理に必要な基本的な調理操作ができる。 【技能ア】

〇安全や衛生に留意し、食品や調理用具等を適切に扱うことができる。

【技能イ】
(3) 本時の指導過程： ※太字は、研究のねらいに迫るための３つの手立てを表す。

過
学習活動 教師の指導・支援

生徒の反応と評価

程 研究の手立て

課 １ 本日の学習目標 ・調理実習①を振り返らせ、本時の個人の

題 を確認する。 課題を意識させた。

の

設 学習目標：「肉と野菜を使った煮る調理(肉じゃが)」をマスターしよう

定

課 ２ 調理実習の手順 ・調理の流れを時系列の図で示し、40分間

題 を確認する。 で調理することを確認した。

の ・調理のポイントを簡単に復習することで、基 (2)基礎・基本の知識・技能 イ

解 本的な技能を確認させた。

決 ・前時の調理実習で課題として残った火力

の調節について取り上げ、今回の調理実

習で意識させた。

・調理の手順を師範することで、視覚での

理解を促した。

３ 調理実習②を行 ・机間指導により進度調節や火力調節等の

う。 アドバイスを行った。

① ２人で２人分の ・個人評価表の記入を促し、調理のポイントを (2)基礎・基本の知識・技能アイ

「肉じゃが」を調 意識させた。 【技能ア】

理する。 ・同じ調理台で調理したもう片方のペアと 〇観察

肉じゃがを交換して試食させ、感想を述 〇個人評価表

べ合わせることで、学習を深めさせた。 【技能イ】

〇観察

〇個人評価表

② 試食する。

③ 後片付けをす

る。

＜「肉じゃが」個人評価表＞ <調理実習②の様子>
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４ 調理実習②を振 ・調理実習②のよかったことを確認するこ

り返る。 とで自信をもたせた。

・煮る調理のポイントを再度確認することで、 (2)基礎・基本の知識・技能 イ

知識・技能の定着を図った。

〇個人評価表 仲間からの一

言

・火加減やムダ使いに気を付

けてやっていたね。

・家で手伝っているような動

きだった。

・１つ１つの行動が速くてス

ムーズだった。

活 ５ 家庭での実践課 ・家庭での実践課題②〔あるものクッキング煮 (３)工夫・実践 イ

用 題②〔あるものク 物編〕に向け、応用調理例を再度取り上げ、

ッキング煮物編〕 家庭での実践につなげた。また応用調理例

の見通しをもつ。 を写真で廊下に掲示することも伝え、家庭で

の実践のイメージを膨らませた。

・家庭での実践において、材料や道具等につ (３)工夫・実践 イ

いて心配が予想されることに配慮してアドバ

イスを加え、励ました。

＜プレゼンテーションソフト資料 兼 掲示用資料＞

６ 次時の学習内容 ・次時は、これまでの食生活のまとめとし

を知る。 て今後の自分の食生活について考えるこ

とを伝えた。

あるものクッキング

家に「計量器」が
なくても大丈夫！

ペットボトル
のふた

約１０ｍｌ

ペットボトル

約５００ｍｌ
肉じゃが
２人分の概量

あるものクッキング

家に「はかり」がなくても大丈夫！

手で、計れる！

８０ｇ １４０ｇ ４０ｇ６０ｇ
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